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甲陽キネマ（1918～1923） 西宮市 

 のちに買収され東亜キネマ株式会社 

帝国キネマ（1920～1929） 

大阪の山川吉太郎が設立 

帝国キネマ小阪撮影所（1920～1929）→時代劇 

帝国キネマ芦屋撮影所（1923～1925）→現代劇 

アシヤ映画製作所

（1925～1926） 

帝国キネマ長瀬撮影

所（1928～1930） 

東亜キネマ株式会社（1923～1932

焼失）西宮市甲陽園と京都に撮影所 

 

石井虎松が独立させ新体制の「帝キネ」に作品

を供給 

東洋のハリウッドと呼ばれた 

富国映画社（１９３２

～１９３３）奈良県生

駒郡に撮影所 

８本の作品を残す 

亜細亜映画（１９３４～同

年 第一映画会社と改

称、同年解散 大阪 交

野郡に撮影所  

極東映畫株式会社（１９３５～１９４１） 大阪 

極東キネマ株式会社に改組（１９３７）  

 

市川右太衛門プロダクション（１９２７～１９

３６）大阪 １９３６年 松竹に吸収 

全勝キネマ（１９３６～１９４１） 

奈良 市川右太衛門の兄が設立 

東亞キネマ甲陽撮影所  

年に５０本制作  小説家の佐藤紅緑が

脚本などを手がけた。 

あやめ池撮影所 

御室仮撮影所（京都） 

宝塚映画 

（19３８～19４１） 

宝塚映像製作所設立（１９５１） 

（１９５１～１９８３） 

 

●太平洋戦争終結 

戦時体制激化で東宝に合流、撮影所は閉鎖 西宮仮スタジオで

撮影（１９５３～５６） 

１７６本目「お吟さま」で 

劇場用映画製作は中止 

（１９７８） 

第一回宝塚映画祭 

（２０００） 

『西鶴一代女』（１９５２）溝口健二監督 

枚方パークの菊人形会場を借りて撮影 

第13回ベネチア国際映画祭グランプリ受賞 

ツギガタプロダクション（1928～

1932）月形龍之介が設立 
生駒の撮影所は富国映画社が引き続き使用 

天然色活動写真小

阪撮影所（1914～

１９１９） 東大阪市 

  

東邦映画撮影所 

（２ヵ月で解散） 

阪急ドラマシリーズな

どテレビドラマを製作

（阪神大震災で中止） 

宝   塚映像株式会社を設立  

（１９８３） 

 

撮影所閉

鎖（２００３） 

亜細亜映画旭ヶ丘製作所 

甲陽撮影所（1918～１９２７） （１９３５年再開～１９３７）西宮市 

甲陽映画（1936～1937 

日本で始めてカラー映画を製作 

宝塚映像株式会社設立

（１９８３） 

キネマ旬報（１９１９～） 

関東大震災の影響で一時期、西宮市香露園

（１９２３年）や芦屋市に編集拠点を移して刊行 

宝塚のスタジオが漏電が全焼 

（『籠の鳥』が大ヒット） 

中村扇雀が専属に 

甲陽撮影所から大阪府南河内郡古市町白鳥園

（現在の羽曳野市翠鳥園）へと移転、新設撮影所

を「極東キネマ古市白鳥園撮影所」とする 

極東映画社が大阪府南河内郡古市に移転した際、極東の方針

に反対したスター俳優・羅門光三郎らが甲陽園に作った映画会

社。剣戟映画を得意とした。 

甲陽キネマ、東亞キネマ、極東映画、甲陽映画と

うけつがれた映画スタジオ。 
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「 西 宮 ス タ ー 千 一 夜 」 
 

 

１．スター千一夜について 

テレビ番組『スター千一夜』は、関西テレビ（フジテレビ系列）で、1959 年３月１日（フ

ジテレビ開局当日）から 1981年９月２５日までに放送された、当時のスターをスタジオに招

いてのトーク番組で、放送回数は 6417回と 1001回を遥かに超えていた。 

通称は「スタ千」と言われ、第１回のゲストは、長門裕之・津川雅彦兄弟で、最終回 6417

回目のゲストは、美空ひばりであった。 

 

２．西宮スター千一夜  

住環境に優れた西宮に、関西の芸能界で活躍するスターが住まいを求める例も多くあるが、

大正時代中ごろから昭和の初期にかけて甲陽園に、戦後にも一時期、西宮北口に映画の撮影所

があった。 

また、今津山中町には録音スタジオも持ったメジャー・レーベルのレコード会社もあり、市

内にはスター達が闊歩していた。 

宝塚市には来年、100周年を迎える宝塚歌劇団もあるため、ヅカスターや演出家が西宮に住

むケースも少なからずあり、西宮はスターの町と言える側面を持っている。 

 

３．西宮で活躍した大物スター達 

 日本の喜劇王と呼ばれた、エノケンこと榎本健一が映画デビューしたのが、甲陽園にあった

東亜キネマであった。 

 大衆芸能演劇者として、文化勲章と国民栄誉賞を授与された森繁久彌も森光子も西宮に住ん

でいた時代があり、ここで芸能活動をしていた時期があった。 

 森光子が、歌手を目指して初めてレコーディングしたのも西宮である。 

2009年に歌舞伎役者の夫の坂田藤十郎が文化勲章を、2010年には妻の扇千景が女性初の桐花

大綬章を授与されたが、二人の馴れ初めは、西宮北口の撮影所だった。 

 昭和中期には歌手島倉千代子が西宮に住んだし、平成になってからは、桜田淳子も住んでいる。 

笑福亭鶴瓶をはじめ落語家も多く、かつては関西歌舞伎の幹部俳優も住んだ。 

  

このように一昔前から現在に至るまで、多くのスター達との縁がある西宮であるが、最近で

は藤原紀香や名子役の芦田愛菜を生んでいる。 

 西宮で中学・高校時代を過ごした常盤貴子は、西宮ゆかりの重要人物を演じている。一人は、

テレビ朝日（朝日放送）開局 45周年記念ドラマ「流転の王妃・最後の皇弟 愛の物語」で愛

新覚羅浩役を、もう一人はＮＨＫのテレビドラマ「神様の女房」で松下幸之助の妻むめの役を

演じたことである。 

 



 テレビ番組の「スター千一夜」の第１話は、長門裕之・津川雅彦兄弟で、最終回のゲストは、

美空ひばりであったが、長門裕之は、昭和 29年に“長門裕之”の芸名で初めて西宮北口撮影

所で映画出演し、この撮影所が閉鎖した後、新設された宝塚の撮影所で最初にクランクアップ

したのは美空ひばりが主演した映画「恋すがた狐御殿」であった。 

 

４．西宮の広報誌に掲載されたスター達 

現在、西宮市は西田ひかるを観光親善大使に任命しているが、過去に西宮市の広報誌には多

くの西宮ゆかりのスター達が登場していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
↑昭和 33年 
 森光子、辰馬市長、藤田まこと 
 （西宮市情報公開課資料） 

 

 

                昭和 39年 → 
  藤本克己（阪神タイガース）、島倉千代子夫妻 

                （西宮市政ニュース） 

 

 

５．森光子と藤田まこと 

 昭和 30年頃、森光子と藤田まことが西宮に住んでいたが、たびたび西宮市主催のイベント

に出演していた。 

 2010 年２月１７日に７６歳で亡くなった俳優、藤田まことをしのぶ会「藤田まこと役者人

生最後の花道」が、翌年の 2011年１１月２５日に執り行なわれた。 

 この時、森光子は都合がつかずに出席できなかったが、故藤田まことに向けてメッセージを

寄せ、司会の徳光和夫アナウンサー（７０）が代読した。この会のことが、デイリースポーツ

に次のように報道され、二人の西宮時代のことが次のように書かれている。 

 

 「２人は 1957年に朝日放送のドラマ『ダイラケのびっくり捕物帖』で兄妹を演じて以降は

共演はなし。２人とも当時、兵庫・西宮にある阪急電鉄西宮北口駅近くに住んでおり、収録の

ときには森が藤田を車で送り迎えするほど仲が良かった。森は『年長の私がアッシー姉さんを

務めていました』と振り返り、関西弁でやりとりできる数少ない友人の死を悼んだ。」 


